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な点が多い.申請者は, in situ ラマン分光法を用いることで,ウイルスと細胞の相互作用で起こる代謝
機構を分子レベルで解明できると考え,インフルエンザAウイルスがその複製を促進するために誘発
させた代謝機構を示す“分子の指紋”を探索した. Influenza A virus を MDCK 細胞に感染させ,ウイル




ATP に帰属するバンド(1331 cm−1)が感染後 48 時間で減少し,72 時間で部分的に回復することを確
認した.インフルエンザAウイルスは感染に伴いアデノシンの脱リン酸化反応により自由エネルギー
を獲得し,脂質分子を合成するとされている.感染細胞からは脂質の骨格となるグリセロールのラマ





ルゴリズムにより, インフルエンザ A ウイルスが感染細胞の代謝を変化させ,ウイルスの複製を促進
させる機構を明らかにした点で，医学上価値ある研究と認める． 
 
   令和 2 年 4 月 16 日 
審査委員 教授   大  庭   誠   ㊞ 
審査委員 教授   武 藤 倫 弘   ㊞ 
審査委員 教授   髙 山 浩 一   ㊞ 
 
